
平城宮跡 ・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査部では，1986年度に，平l成宮幼;内では推定第一次朝堂院南門東側，推定第

二次初j堂院，内事東方東大様など16i!l:(宮北方泊跡を含む)，平j成京域内では左京三条二坊七坪，

左京凶条二坊ー坪，右京八条ー坊十四坪などの 9i!I:，それに~n塔， 法華寺， 西大寺など寺院 9

i!I:，仔1'34i!l:の捌査を実施した。以下，主要な制査の概要を報告する。

1.平城宮跡の調査

推定第一次朝堂院南門東側 (第176次)の調査 第一次~Vl掌院については，過去 7 回の捌査によ

って， lmJ.送部分を除いた区画の東半部のほぼ全域の遺構を検出してきた。このうち東而の区画

施設については変遷の大要が判明しているが， r羽田については，調査場所によって遺構の残り

が悲く，細部の状況が異なるために，遺構の性格や区画の変遷に|刻して一致した見解が得られ

ていない。そこで，懸案の問題を解決するため，市而東半部の未調査部分を調査した。

今回の調査で明らかとなった主な点は次の通りである。 1.東西方向の布採!状掘込地業

SX9199は，期立柱塀SA9201と直接関係しない可能性が強い。 2.掘立柱塀SA9201は2時期の

柱掘形の重複はなく ， 1時期jだけである。3.SA9201のすぐ南に，それよりも新しい東西塀

SA12950の確認した。これは，東面の区画施設SA5550Bと逃tmの状況が共通している。
以上の事実と，従来の調査成果を合わせて，第一次;:V]~l{t院の区画施設の変避を概観する。

A期 第一次i間堂院の区画施設を造営する以前の時lYl。基幹南北排水路SD3765を朝堂院中期h

線の東約102mの位;~に掘削する。 中羽h~Jlの東約 120m に南北方向の柱掘形911SA8410を掘り下げ

るが，柱を立てずに埋め戻す。雨而では槻込事業SX9199を東西約72mの問にわたって掘り下げ

るが.これも建造物の地下地業として完成することなく，造営途中で足11め戻す。

B期 第一次朝堂院の区画施設として.痴!立柱堺を造るl時lYI。朝堂院の規模は，東西約

214 m . 600大尺，南北約284m'800大尺で

ある。BI・B2の2小野jに区分できる。

BI JYl雨前東半を SA9201，間半を

SA9202で|拠る。両者の1[11は約15mあいてお

り，この段階では門はない。SA9201は371111

あり柱Ull寸法が約 9尺である。東而は

SA5550Aで函す。SA5550Aは96問あり柱111]

寸法が約10尺である。これらの塀は，日さ

5m前後で基壇があり，柱と柱の聞には土

壁を設け，屋根に瓦を茸いた大規模な施設

であった。基幹排水路として南北構SD3715Ij!城宮跡発砲調査位置医!
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を， SA5550Aの東約17.5m. 50大尺の位世に造る。

B2 JYj SA9201・9202の聞に朝立院商IIlJS89200を造営する。lj¥JJ堂院内部には四棟のl;!}J立を建

造し，第一次朝堂院が完成する。 S89200の建設のI~!F.に . SA9201・9202の中寄り各21111分を取り

波して門基壇の掘込地業を行っている。門は桁行51日l・梁行2IIIJで柱IHJ寸法は桁行中央31111が

15尺等間，両Isb問が10尺，梁行が各15尺の切姿造りとみられる。I"Jの南側にはいわゆる土闘が

つく。l荷の出は15尺で門基!rlの外(南)側に刷を受ける柱列がある。このlf!Iの柱列と南側主t筋

を揃えて，土廟の東西に，桁行3111J.梁行 11目!の*四棟掘立柱建物各1棟 (S89190・SB9192)

を配置する。門と SA9201・9202の北fJ!lJに雨務砕を造り (S09170・9171A. 9172A)，門の東西で

は，朝堂院内部中央から，南下した 2条の南北部 (S09173・9174)がS09171A・9172Aと接続

する。

C期朝堂院を区画する SA5550A・9201を撤去し， SA5550B' 12950に改作する時期。

SA5550B・12950とも柱は直径20cmほどの治nさであるのに柱聞が3mと広いので， SA5550A・

9201のような壮大な堺ではなく ，仮設的な板堺であったと考えられる。

D期 朝堂院の区画施設を東国・南面とも築地塀に造替える。S89200の南廟および門の南fJ!lJ

東西のS89190・9192を撤去する。門の東西の構S09173・9174が南に直流し，築地塀北側の構

S09171・9172を約0.7m北に移す。

第一次朝堂院地区調査位也図
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推定第二次朝堂院地区 (第173次)の調査 Wi定第二次朝堂|淀地区では，これまでに第161・

163・169次の調査を災施し，第161次では東第一堂とその下府の搬立柱建物，第163・169次では

初出部分で 3 時WJの大枠宮を検出した。 今回の測班は，東第二~:および下府遺HIJの規模と構造

を明らかにする目的で行った。 前JYJ ~I~波宮や藤原宮では，第一堂と第二堂とのIIIJ には構造のÏÍli

で相逃があるが，第三堂以南の~J:!:士は第二堂と基本的な違いがない。 平峻宮も同級と考えれば，

第二12:の調査によって第三堂以前の!別立についての凡通しが立てられる。

今回の淵査で以下の点が明らかになった。 1.東部二堂Ss12920の規模と構造が判明した。

瓦苛き礎石建ちで器出があり. 9111Jx 4 Ill]の四而lilI付南北棟建物である。柱IIIJは，身舎が桁

行 ・梁行とも13尺 (3.901)等1l1J.liIiの出が10尺であり，桁行総長が111尺 (33m).梁行総長が

46尺 (13.501)となる。基血規模はrh北36.501.東西17.501で，基国の出は約6)ぐである。酋而

に3ケ所， 北面に 1ケ所の階段が付く。従来.第二立は切裂の建物と考えられていたが，入母

l量ないし容棟造建物となる。2.'*第二堂の下層で4td立柱建物Ss12930を検出した。121mx 3 

IHJの西嗣付南北線建物で基出がある。柱1l1Jは.桁行 ・梁行とも10尺 (3 01 )等1111で，桁行総長が

120尺 (36m).梁行総長が30尺 (901)となる。悲閣は現存音1¥で日さ45cmあるが，規模は不明で

ある。 この建物は，京第一堂下柄建物 Sß11 740と同H寺j~Jである。 3. Ss11740とSs12930の位世

間係，および京都一堂と束第二堂の位置関係は以下の通りである。すなわち.Ss1l740の東側柱

列と Ss12930の西入似IJ柱列とが筋を揃え，両建物のrt.i妻は200尺 (6001)離れる。SB12930の身

舎中]1曲線、は朝堂院下1.;;1区画中心線から225尺 (6701)京にあり，この距雌は中心線から東而の塀

までの距離300尺の4分の3にあたる。東第一堂と京第二堂のI有姿位iu:.はそれぞれの下層建物と

一致する。東第一立と京第二堂は校筋を姉ijえ，身令中軸線がSs12930の身舎中軸線と一致する。

4.第169次で検出 したB・c!~J大'併営の街辺と京都二堂商妥が筋を揃える。 A JVJ大嘗営の南辺

はB'C J切の約30尺 (9 01 )北に位illする。

この地j或の調査の進行に伴なって問題となっているのは.~i}J :堂の下層で検出している掘立柱

殿舎の性格である。これについては，東宮説が出されていたが，以上の事実と従来の調査成来

を合わせる と，下府起HI~ も 「朝堂」であったと考え られる。 恨拠は以下の通りである。 1. 内

装・第二次大極殿院 ・第二次朝堂|淀の全I或に，上府の建物配illに類似した下層建物群がある。

それらはすべて掘立柱建物で，一体のものとして計画されたとみなせる。2.下層遺構の朝庭

部分には，大嘗宮のような仮設物を除けば常設の建物がな く，やは り庭と して機能を来してい

た。3.東第一堂のみならず東第二堂の下層にも'ill物があり，これら下層建物の位位 ・規模を

ほぼ踏襲して上層の朝堂が建てられている。したがって，第三堂以南の朝堂についても下層建

物が存在する可能性が高くなり，下階建物が合計12棟あったと想定できる。SB1l740がSB12930

より内側にあり構造が異なるのは，前JUl難波宮や藤原宮の朝堂にみられる第一堂と第二堂との

違いと同様である。

このように下層遺併を朝堂と考えると， 以下の点が問題となる。
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1.下層胡堂の存続年代。上限は平城選者11当初まで遡る可能性がある。文献史料ではすでに

治l鋒1年間から拶!堂の記載があるのに対し，第一次M堂|淀の成立が発術12問査の成果から主f色まで

しか遡らず， これを和銅のM堂に当てることはできなし、。したがって， 第二次朝堂l淀下層中~J堂

が和鋒jの靭]堂に当たる可能性がある。下限は上府!;VJ堂の建設時となるが， これが聖武天皇即位

のころか，平城迎者11後かは議論が分かれており，現状では後者の可能性が強まっている。

2. 平城宮中央の第一次i;VJ堂院と第二次制立院との|刻係。 部二次~:vj ~:院下桝 ~i}]堂がすでに奈

良|時代前半から存在しているから， 二つの地区の!;iJJ堂|淀は終始iì~存していたこ とになる 。 第 1 7]

次調査では.奈良H寺代の前 ・後半ともに!別立のI十J辺に二つの!;uu:どをつなぐ塀があることを縦

認しており，すでに刺立並存の徴証が見られていたが.今回のl測:rf.によってその点がさらに布Ii

強された。弱]堂並存の意味については，第一次の籾J:堂が凹立で，第二次のそれが十二堂である

ことを重視すれば，平安宮の豊楽院 ・朝堂院と問機に機能の分化と考えることができょう。第

一次朝堂院では主として儀式 ・宴会が，第二次車!J堂院では朝政が行われる，といった使い分け

の端緒となったのではなかろうか。

3.第二次朝22院下肘!:lJJ:，i止の正殿， つまり第二次大極殿下肘他物はや'Iか。大極殿に類似する

機能を持つ「大安殿」に比定するのか. さらに別の殿令か，いまのところ断案はないが，

れにせよ!別立が付紙すべき大敗であることを前提に今後の検討を進めるべきであろう。
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内裏東方東大溝地区 (第172次)の調査 調査区は内裏東外羽lと内事東方官術とに挟まれた，京

大様SD2700を中心とする地区で，北は第21次，東は第38・40・159次， 簡は第154次，西は第

26・33・70次調査区に接する。検出した主要な遺構は，掘立柱建物22株，門1籾i，築地塀2条，

掘立柱堺27条，機10条である。以下，今回あらたにその存在が判明した内装束外郭東接官157，

東大i'Pf.， 内装束方官lIHの順で，遺構の状況を述べる。

内裏東外郭東接官衝 この官mJj或は，東西を東大iiYiSD2700と内裏*外郭東面築地 SA705で限

られ，南は第154次調査で検出した内装内郭からの排水機 SD4240で限られる。東西幅は当初約

16m，のちに東大協の堆積土上にm北堺SA12800が築かれて約17mに広がるが，平城宮の官i宿
区画としてはきわめて帽の狭い特典な形態である。迫ー椛は大きく 41時期に区分でき，AWlが奈

良時代前半， BWJが平城泣者1I以降， cWJが天平宝字年!日l以降， DR!lが奈良時代末である。A-C

JYJには，官術域を大きく南北2区に分け，それぞれに建物を 1-4棟配す。C期がlllI:も整備さ

れた|時期で，周囲を堺で囲んだ中をさらに堺で南北二区に分け，建物を整然と配置する。北而

区画施設は検出していないが今制査区のすぐ北側に策而塀SA12800にとりつく東西塀があっ

て，内装束外郭の東門 SB6820のi'i'1fWIに述していたと推定できる。

東大溝SD2700 平城宮東半音1¥の基幹tJI水路で120mにわた り検出した。堆積層は大きく 6層

あり，これを手がかりに構の変避を概観する。当初は葉掘りで，講師は 5-6 m， i奈さ1.6-

1.8m。天平年間前後に東岸を西に寄せて人頭大の玉石(三笠山安山岩)を和んだ石垣を構築し

た。この時期]の構幅は4-5 m， i奈さ1.2-1.4m。西岸は当初から石垣が作られず，杭としが

らみで護岸していたが， 早いl時期に崩様し，崩壊土を石垣底部までi如来したとみられる。天平

宝字年間前後に，i梓の西半を瓦を多量に含む①層で埋立て護岸とした。この時期は構幅3-

3.5m， i菜さ 1mo @層の:t1li献で泌がほぼ埋まった後の奈良時代末に東岸沿いに幅約O.6-0.8m，

j奈さO.3-0.4mの制itltが掘られ， ⑤層がJlt積した。⑥府は講の最終末期の堆積である。

内裏東方官衛 問l査区東端で官WJの酋而 ・前面築地の一部と西門，東大桃に注ぐ!I音渠を検出し

た。西面築地 SA2940の下層には掘立柱南北場がある。第154次調査の知見と合わせれば， 南北

堺は SA2940南端で東へ1111がり，f千1而築地SA12780の下層につながるとみられる。

遺物 SD2700から大量の木製品(主要な物を28頁に図示)・金属製品(同左) ・土器 ・瓦樽

類 ・木簡等が出土した。木製品では黒漆塗把頭や金銀蒔絵製品(本文57頁で詳述)，金属製品で

は銅製人形 ・海老錠(銀子)・和同銭パリ銭・鋳竿，土器では新縫製陶質土器，瓦簿類では riilk

m:器口」 盛担:1事・飛雲文軒丸瓦・迩華文鬼瓦などが注目される。木簡は4565点あり，造営関

係・兵部省・中務省に|刻わるものが目立つ。~!~告:土器にも中務省・宮内省関係のものがある。

まとめ 内裏東外事11東桜官術は"，*1北にきわめて細長く，通常の官f&r配世とは奥なる。この官

術の性格はどう考えるべきであろうか。2つの可能性をあげておく。1つはすぐ西に接する内

装束外郭内の宮術の付属施設であり.その官WJが手狭になったため 外郭外に付属施設を設け

たという可能性である。もう lつは，この官術が内裏外郭の門SB4215とSB6820との聞に位i丘
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することから，内甚ないしはその外郭の門を守る兵の詰所的なものという可能性である。奈良

時代には内裂に通じる (内門 ・l剖門)は兵衛府が，内裏外郊の門(中門・宮門)は衛門府と衛士

府が守i!tjしていたと思われる。また布11亀5 (728)年8月には天皇の側近にいて警護にあたる中

街府が設世されている。今回出土の造物にも「兵衛J r中術」「115従料J，五衛府の主典である

「大志J，兵部省被官の「造兵司」などの記載のある木簡や，「献軍器口」の墨書増，「中街」

「術口」の品~:土器，黒漆塗把頭など武官の存在を物語るものがあり，付近に兵がいたことを

うかがわせる。節目次制査で出土した木附から，内装北外郭内に兵衛の詰所があったと推定さ

れていることも参考になる(r平減宮木簡ー 解説J)。今の所いずれとも決められないが，今調

査区の北側の調査によって，官fMの性絡はより明らかになろう。

内裏束外郭束.f~官{荷は， C JUIに最も整然とした姿を示した。その改修は東大法③暗の瓦護岸

(天平宝字年間前後)とー述の作業と みられる 。 この③隅からは東方官f~j所用の瓦が大量に出土

しており，京大i昨に注ぐH音渠を改修したのも瓦護岸後まもなくの頃であるなど，天平宝字年IIIj

前後には内装束方官flijを含め この地域は大規模な改作をうけていることが知られる。それは

r絞日本紀』に見える天平宝字元 (757)年5sJの大宮改修，あるいは同 5年10月の平城宮改作

などと関連する可能性がある。なお，内装束方官術の下回から上!日への改修と，内裏東外郭東

接官1Mの時期変避との対応関係は今後の謀題である。

調査区周辺迂tWUj~t丘 l羽

、で、- .， ---弓::">J
、でミご『宗之ご面、dLJ / 、、 ~ζーー 『、、- _..， 
一一、そ、、 ~ 1町 ... 

一一、、、、~ _"， 

京大出JfHi'i陪概念凶

S.A121S0 

'ー

n 
m 
ai1 

jH328 

A 期

ー，ー-H

B M C M 

内基~~i外羽I~Hf~官lfir江ìm~巡凶

日期

勾

r
の，
b



。-2
仁刃

包盆ヲ~-~畿-~⑧
¥ 

8 

央会:~ 
てとご目方 l

15 

11 、喧J 12 川 4 ・: ?一・ー~一一 ，0聞

東大排出土泣物(1 -11 : 1/2.12-18: 1/3) 

1鉄製鏡子 2黒漆塗把頭 3銅製靴尾金J{. 4縫欽 5金銅製飾鋲 6銅鈴 7 -10銅製人形

11金銀蒔絵製品 12火きり臼 13 .!~形木製品 14木槌 15たて術 16・17鳥形 18銭形
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内裏北外郭北方 (第174-8次)の調査 ，J~)ftj血は内楽北外邦に北接する所で. 7.5m離れる京間

椛 2 条を検出した。 こ のうち市のiN~SDl2972は|人l裂北外郭北IfIi築地の北f:I・j族出もしくは. 1λJ!j~ 

北外郭に北抜する 'l~iWiの THJHÆ胞li.止に )U) わ る illflltと考えられる。ちなみに，都139次調3'Eで.1付泉

北外郭東北叫の築地が!I{lj;認され.これからiW)訴される行術のIt'I北焼肢は築地心々で約6t1mであ

る。 SD12972の悦心はniifli築地SAtl88(第10次川公)の心の北約70mに位向する。

佐紀池南辺 (第177次)の調査 よ)~械fiïllj北部にある佐紀池は，従米の調子正で奈良1f.1千代の 1~11池で

あったこと を似認している 。 抗92次iU~) :ffでは.池のTt.i i;~ と新 1 1二1 2 u~nYJの]1更を伴う 1JI 水路を検11\

した。本部jft区は節92次制資区の阿|掠りで.池山の続きをli"{tj;認する!OWt-がもたれた。

調査の給結.栄，奈良l時時代の巡

る束西i悦伴とZ来u訂I刊1川可りブ方1向のi悦II北V昨刷4パ1杉状1犬〈迫遣:t打仰悦F昨'ItSD1297引lがある。BJOJ :益老6年 (722) ばiに， 東西II憶を水Jj';'と
mでJ以く斑い.さらにその上に制土をji'.:き..fW土の再jめiにlkjJlji昨を設ける。この杭土が池の犯
の一部であった可能性がある。 C WJ: 奈良IL~代q'lìHこ. B JUJの航土のI事ijiJ!l)にさらに航土をii"，:き.

その南側に~I，W:)2.6m. i奈さ約0.5mの京洲市SD12965を設ける。このiNtの位jri'は，符iJlj:ill行1¥の

.jfli定馬裂やその東方官1nrの北町iを|拠る築地の北11l1Ji昨の約3m北になり，このj也j或における何ら

かの宮術の北|拠にかかわる消と.j{ff定される。AJVJのSD12971はこの出とほぼ同位iEであり，こ

のi此の前身泣怖の可能性がある。 DJ!1J: 公l~U.'t代末ないし平安時代初めlìt SD12965の雌絶後に

m北廟付東西線建物が建てられる。
今回の調査では ì也岸を ~"{Ij認でき なかったが.第92次訓:ff区の池i芋は排水路にむかつて附に

張り出すので，本調査区付近ではj也岸が幾分か北に後退するものと.j(t定できる。BIYJの木府-

i:.R_層は多hlのj'jlJJ骨・給皮を合み.この地域で後老6年頃に何らかの造'jz-が行われたことを示す。

この木!苛 ・炭肘および直上の航土からは多)1~:の木附 ・ 木製品・瓦 ・土器が，<1'，土した。

馬寮地区北方(第174ー20次)の調査 i州i持111"1からのびる符内東西道路をはさんで馬授の北側

の地域では，従来奈良時代のlJ.J1~:な造併を検出していない。 今回，南北棟建物 2 f~[ と. 区画に

かかわる施設とみられる 2条の東西i砕を検出し この地域の級相解明の手がかりを待た。

北面大垣(第174-16次)の調査 歌~1:iílÏj凶作し、西側で. ~123次調査区のすぐ京にあたる。 大垣

築土器底部と北雨裕治，下肘の州立柱腐の柱持t!形(一辺2m)を検出した。

平減宮北方遺跡(第174-2次)の調査I 水上池南岸の謎岸工事にともなう淵査。調査区は宮

北面大垣のすぐ北側で，大鹿のtjf，¥j也が想定された。また谷自Iiをj麗きとめた奈良時代困i也の存在

も考えられ.i也の堤と大垣の|刻係を知る上で重要な所である。調査の結果，現在水上池がある

もともとの谷筋のうち北部大垣の近くは， 奈良時代中頃には絵地して利用していたことが判明

し，池の京商問調査区では国土方IIR方位にのる東西講を検出した。

平城宮北方遺跡 (第174-5次)の翻査E 訓査地は下音堂池の西南 超昇寺城跡、の西方にあた

る。趨昇寺械に関連した東西濠(復原涼師10.6m.深さ4.2m以上)を検出し，城の範囲が従来の

想定範囲を越えて西方に延びることが明らかとなった。 (岩永省三)
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2.平城京跡の発掘調査

'8'. 

000例年度までの調査地点

-今年度の側資地点
(fl字fj問主:);位}

o lkm 

平減京発抱制:tt位位図

右京八条一坊十四坪 (第179次)の調査 大和郡山市!島芥焼却場予定地の事前調査で，これまで

大和郡山市教育委員会の調査も含め，計5回にわけで実施してきている。その結果，左京八条

ーがJ十三 ・十四坪における宅地割の状況を知ることができ，また，金属製品やi奈製品に閲する

工房がこの地域に存在することが明らかになった。今回の調査地は，過去5回の調査地に挟ま

れた地域で，十四坪のほぼ中心にあたる。検出した主な遺構は，奈良時代以前の斜行構1条，

奈良時代の摘立柱建物24棟，掘立柱塀5条， i梓4条，*1二戸3基のほか，炭化物を含む多数の土

峨などで，奈良時代の遺構については，大きく A.Bの2時期lに分けられる。

A J~jは問査区西端の道路遺構 SF1650によって， 坪が東西に区画されている。 束に南賄付の東

西棟建物 SB1710があり，それを阻むように，建物，倉庫が建つ。これらの聞には，円形，長円

形の土綴や炭化物を多く含む不整形な土綴が多数ある。特に後者の土境ーからは，とりべ， 輸羽

口，帯金具の未製品，留針など金属工房と|刻述する造物の出土が目立つ。次のB期では，区画

塀SA1300などによって十四坪は細分され，宅地として利用されている。なお，建物の建て替え

等が認められるが，遺構変遷の各時期における細分については，現在検討が進められている。

A
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布京八条一以i十凶坪発掘調査泣1I1t1世|

澗査の結-!i~は， 過去の制資所見と同じで.-.ti京八条-Jjj十三 ・十四坪のj也は， 奈良時代前半

は金属製品や漆製品を扱う工房的な施設が存在し.後半になると坪|付を純11分し.1/161町あるい

は1/32町の宅地として利用されていたことがI~l らかになった。

左京三条ニ坊七坪(第178次)の調査 デパート建設にともなう事前調究で.約40.000m'の敷地

のうち約30.000m2を2年半の!Y11I1)で湖315する予定で開始した。今回の訓査地は，敷地のitJ端に

あたり.国道368号線(大宮通り)に而した夜間約140m.r十j北約50mの範1mであり，七月tのit.i

半分にあたる。従来の剥究でも.左京三条二Jjjには. 1 Wf (以上)を占める大規棋宅地がfi{liか

められており.i十jの六併では.r主Ii也を中心とした去:遊施設も比つかっている。こうした点から

も，宮に近似した今回の司1.Jj'tj自における土地利用状況は注目された。検出した泊桃は，持I!立本l:

建物50棟以上.拘!立柱塀39条以上，出10条以上，井戸14i!k.坪境の道路 1条.Jjj問路 l条，坪

内道路2条などである。これらの迫椛は，平城京造営以前 (AJYJ)と奈良時代以降 (B-EJYJ) 
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に大別できる。

A期 平城京造営以前，調査区の東半部には，数粂の自然、河川が北京から南西へ蛇行しなが

ら流れている。最大のものは，幅4-12m，採さ約1.5mで，現在調査区の東を流れる菰川の旧

流路である。この流絡は，奈良時代の初めに一度掘り直され，中頃には埋め立てられた。

B期 七坪と二坪との問に坪境小路がなく，両坪が一体として使われていた時期。七坪西半

には，掘立柱塀をめぐらした区薗があり建物が並ぶが，東半は，掘り直した河川があり，空間

地が目立つ。B則は，さらに 3小!UJの変避をたどる。

BI期は，南北堺SA50と*凶堺SA95に固まれた区画がある。区画のなかには， 二坪との境か

ら商にかけて，南北に隔をもっ東西棟建物SB100が建ち，これと SA50のほぼ中間に位i置する南

北塀SA70でさらに区切られた東方には，2棟の東西棟建物SB56・62がある。東西塀SA95の北

に緩して，南北に側ÜI~ をもっ11"[西道路 SF77が通る。 これらの区画の外には， SA50の*に接して

東西棟総柱建物 SB45がある。南北協SD106は，東二fjj-J;Jj問路の西側榔であり.平安時代の初頭

まで存続していた。

B2期は， SB100を除いて，建物や堺は造り替えられる。SB100の東方に SA70の位置を踏襲し

た南北塀SA71と東西塀SA38，南北堺SA39で困まれる区画ができる。このなかに，東西棟建物

SB40・60があり， SB40の東妥にはSA39が取り付く。

B3 WJには，区画が北へ移動する。南北堺SA35，東西塀SA34があり ，SA34には，南北m
SA101が取り付く。SA35は，条-J;Jj計聞による七坪の東西中指h線上， SA101は二坪・七坪の境界

線上にあり，計画的に配位されている。区画のなかの東西棟建物SB90は南北に陥をもち，身舎

は床張りである。区画の外は，東方に南北i棟建物SB21・26などが建つ。

C期 七五I~ と 二坪の!日j に南北道路 SF1l7A が設けられ，様相が一変する 。 七坪は，東西道路

SF87により，さらに南北に二分される。北半は，東西に原Hをもっ南北棟建物SB651棟のみであ

るが，雨.:j:.には，南北に附をもっ東西棟建物SB55のほか，抑立柱建物 SB01・42・81・84があ

る。なお SF1l7Aの東側憐は，現状では 2ケ所で途切れている。これが当初Jのものか，後世の

削平によるものかは，そのうちの1ケ所がSF87との交点にあたるため，慎重な検討を要する。

D期 南北道路SF1l7Aが廃され，再び七坪と二坪が一体として利用される。二坪 ・七坪の

境界線上には東西に聞をもっ南北棟建物 SB96があり，七坪の四から1/4のところには.東西棟

建物SB58・59が南北に並び， SB58は南北にl向をもっ。;坪の東西二等分線を挟んで東には東西に

附をもっ南北棟建物SB20，酋には東西棟建物SB41が建つ。また，この時期になって，それま

では，ほとんど利用されることのなかった菰川旧流路のー滑にも 小規模ながら建物が建てら

れるようになる。

E期 七坪と二坪とのIItJに再び1有北道路SF1l7Bが設けられる。坪のなかを紺l分する施設は検

出されていないが，小規模な建物がSF1l7Bや坊間路沿いに散在する。E!VJは，さらに 2小JVJに

区分される。
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E1JUHま， SF117Bの京に，京西れ!iill物SB80・83・89，tljlllJ路沿いに掘立柱建物SB09・11など

がならぶ。その中間には東西棟建物SB32があるだけで，顕著な造械は認められない。南北挑

SD07は， tJJl:1J路凶側梯SD106の西30尺に{立院し何らかの区凶を示すものであろう。

E2J明は， SF1l7Bの束に，東西線総柱建物SB92，陶に!niをもっ東西棟建物SB82，坊!日l路沿い

にJ樹立柱建物SB04・08・13，それらの中11IJに小規模な掘立柱建物SB43・64が建つ。

井戸 14訟のうち，井戸枠等の遣存していたものは8器である。このなかで，縦板を用いた

例が4基 (SE02・15・36・78)，1.長板をぬいた円形1111物を据えた例が3基 (SE67・79・116)で，

:fi'It板 r!.~能組は SE72の l基である。残り 6 基のうち 2 基 (SE17 ・ 115) は ， 掘削途中で埋め戻して

おり，他の4基 (SE03・16・112・113)は， ~ I:戸枠が抜き取られ逃存していない。 これら 14~主

の井戸のうち遺構の重桜関係などから抑!削時期を4m定できるのは，SE36・72・115のB3lYJ，

SE79のBlJUJ程度しかない。一方，廃絶|時期も，井戸内の出土造物から SE15・16・79などが奈

良時代末と准定できるにすぎない。また，井戸の配illをみると，南北に分かれて，それぞれ東

西方向に並んでいる。迫-械の変選や坪内の分割.区画等の土地利用状況を知る上での手懸りに

なる。

まとめ 今回の調査では，平城京造位当初から 21Uf以上を占める施設の存在したことが確認

され，また，七坪と二坪とが一体に利用されたl時JUJと道路で区画される時期のあることが明ら

かになった。しかし，この道路が坪境小路であるか，敷地内の道路の一つであるかは，慎重な

検討を要する。継続して行われている七坪北半の都184次部l査において，南北塀SA35・50は，

八王fとの境界を越えて，さらに北に続くことが判明しており， 41町規模の施設の存在が明らか

になっている。これが大規模な宅地なのか.あるいは公的性絡をもっ施設かは， 今後の大きな

課題である。

3.平城京内寺院の調査

本年度は，法主iiF寺，興福寺，薬師寺，東大寺，秋篠寺，西大寺の寺域内での事前調査を実施

した。ここでは，法華寺と西大寺の調査の慨要について記す。

法華寺 (第174ー22次)の調査 公民館建設に伴う出j査で，現在の法華寺南門の東南にあたる。

衛門の南では過去2回の調査によって，奈良時代の金堂跡が確認されており，今回の調査地は

その21束にあたる。調査の結果，奈良時代の法務寺造営に伴う遺構と造営両IIJの遺構を検出した。

法重軽寺造営前の遺構 検出した遺構には， !前!立牧建物 1fJll，機数と井戸周聞の排水施設である

石組榔がある。発掘区東北部で検出した際放SX3998は，南西部分の状況を知ることができた。

喋敷は地山を 1mほど掘り下げた而にあり，j也山而との段差には，人頭大の河原石を 3-4倒

積み上げて擁壁としている。擁壁と際敷との問には，石組の南北構SD3993，東西瀞SD3994が

巡る。石組織は底に偏平な石を敷き，燦敷官111には剥IJ長い石を位いて側石とし，反対側はそのま

ま擁壁の石献につながる。一段高くなった機壁の西側jには礁が敷かれ (SX3999)，南側でも所々
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に際敷の跡がみられる。一方，京発射区

では，S03993， S03994の水を丙jへ流すrh

北石組椛S03995を検出した。この石組I持

も底に偏平な石を敷き，東関に側石を立

てている。これらの地椛は，発畑区の東

北に想定される井戸本体に伴う施設であ

る。なお，井戸を聞むと推定される石和l

j停の位i丘を知るため電気探査を行ったと

ころ，石組li持で聞まれる純聞は向・北]6m

であると，推定できた。一方東西幅につ

いては，東発係!区で検出した石組挑

S03995が，井戸東のj荷の延長とすると

7 m，井戸の中軸線上とすると]4mとな

る。 また. ~襲敷 SX3999の西には南北線建

y-リ五日

日
~ 

法務ミ!j:旧波内発抑調査ififllt図

ー-X-145，410 

5m 
E 司=1=1

物S83991が建つ。発掘区東南附の柱卿形SX4000は.S83991に取り付く塀，または. ~;Il の抗I!立

柱建物の西北|判柱と考えられる。以上の遺構は，法務寺造営に伴って廃絶したのであるが，藤

原不比等邸の時JUIまで遡るか否かは決定しえなかった。

法華寺造営に伴う遺構 検出した逃f，'ltは礎石建物 1f~(，石組出 1 条で，法華寺造営両íjの遺構を

埋め，整地した後に造られている。礎石建物S83992は，西南部を検出したもので，版築による

基壇を伴う。版築直下には地固めのため厚く礁を敷いている。礎石は残っていなかったが，礎

石据付け掘形の底に人頭大の石を数個i泣き根石としている。なお，雨落機，基塩化粧の痕跡は

認められない。石組構S03996は，底に偏平な河原石を敷きmll石を立てた東西i停で，位iii的にみ

て金堂に取り付く回廊の側憐と考えられる。ただし，回廊の基燈あるいは柱跡は検出 していな

いので，回廊の南北いずれの側織かは不明である。

西大寺の調査 西大寺の防災工事に伴う事前削査で，貯水拙から四王立に至る区間と立周辺の

配管予定地について実施した。また四王堂周辺では，配管位世を決定するために，本来の基駐

を官，(~認する調査も行った。 配管予定地では，西大寺造営以前の平城京の宅地に属す建物，中・

近i止の井戸，池などのほか，四王堂に付属すると思われる建物の一部などを検出した。

四王堂基坦の調査 現四王堂の周聞において器出規模確認の調査を行ったところ.当初の法担

規模を硲認したにとどまらず，四王堂が大きく 3時期の変遷をたどることが判明した。

AWJには，基壇は凝灰岩を使った出上積で地山の上に整地した後，版築で築く。規模は東西

約37m，南北約31mである。柱はすべて抜き取られているが，断割りの結果，当初の凹王堂は，

整地後に柱穴を郷り，伎を立ててから版築で基国を築いた掘立柱建物であることが判明した。

r西大寺資財帳』によれば，四王堂は桧皮茸の双堂形式である。従って今回検出したね;抜きJ収
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り穴は，北側にある正堂の南側柱列と考えられ，正堂は 51ll]2聞の身舎に四面i稲のつく東西棟

建物と推定される。

BJ明は整地を行うとともに，A J~J基国の南半を削って段をもっ基出に造り直し，礎石建物に

する。基壇端には瓦と石を用いている。北側の基国の南辺で礎石列と礎石の問をつなぐ縁東石

と考えられる石列を検出した。 BJgJも双堂形式とすると，礎石の大きさなどから，正堂と礼堂

が屋根続きとなる形式が想定でき，礎石列と縁束石列は両堂の軒下となる中の間に立つ柱を受

けたのであろう。基塩化粧に用いられた瓦は火を受けており，また，基邸崩壊土の下には焼

土・炭層があり，この建物が火災を蒙ったことがわかる。基壇化粧の瓦や出土した土器から， B 

期の建物は， 9世紀中頃に造営が始まり， 10世紀中頃に火災で廃絶したことが判明した。

C J!JJに属する建物関連の遺構は検出していないが，基出はBJ羽のifj半の段を埋め立て，東西

にも拡幅し，東西中日は40mほどになる。現四王堂の外周に大量に土器を含む隔が広がることか

ら，現四王堂の位i世に，規模もそれほど述わない建物が建っていたと考えられる。B則の基国

土や遺構而に広がる封印i層出土の土器により， C JUlの上限は11世紀頃と考えられ， 11 i止紀初頭，

事lì~1ゆが西大寺別当に就任した後に凹王堂が再建されたことがわかる。(小林謙一)

国!園 |画一- -11

巴回

国
Y-19.8却

西大寺四王立基底と周辺の遺構liI
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1986年度 平城宮跡発掘調査部調査一覧

f羽査地区 遺跡・7刈査次数 調査 Jgl 110 制査(ば函)41i 制8 丑.チ， 

6AAO 平減宮第172次 86. 3. 24 -11 .20 1.900 内裏東方東大出
6AAC 

6AAT 平城s.第173次 86. 7. 1-9. 23 1.400 推定第二次車i11ii:院

6BFK 平b北京第174ー I次 86. 4.18 16 法華寺!日境内

6AAA， 平域宮第174-2次 86. 4.22-5. 1 95 平城宮北方遺跡
6ALA -M 

6AGA 平i成京第174-3次 86. 5. 7 34 右京一条北辺二坊

6AGU 平城宮第174-4次 86. 5.13 6 平減宮北方遺跡

6AGU 平域:5 第174-5次 86. 5.13-5.16 17 '" 
6ABN 平城宮第174-6次 86. 5.15-5.28 220 '" 
6BKF 平城京第174ー 7次 86. 5.19-7.29 950 J}(l縞寺|日境内

6AAN 平減宮第174-8次 86. 6. 9 - 6.11 14.5 内裏北外郭北方

6BTO 平減京第174-9次 86. 6.24-6.26 21 東大寺旧境内

6AFI -N・0 平城京第174ー 10次 86. 7. 7 - 7. 25 490 左京三条二tJi三 ・四坪

6BFK 平城京第174-11次 86. 7.10-7.11 9.9 左京一条二坊十四坪

6AFM 平城京第174-12次 86. 7.19-9. 6 1.070 左京凶条二t)j一坪

6BYS一日 平城京第174-13次 86. 8. 7-8.12 10 薬師寺旧境内

6BAK 平域京第174-14次 86. 9. 9 7.5 秋篠寺旧境内

6ACA 平減宮第174-15次 86.10. 7-10.13 16 平域宮北方遺跡

6ABA -K 平城宮第174-16次 86.11.11-11.14 21 平城宮北而大垣

6AOB -N 平域宮第174-17次 86.11.13-11.14 10 馬寮地区北方

6AFV 平城宮第174ー 18次 86.11.25-11.27 6.5 平l成宮北方遺跡、

6AGA -G 平減京詩~174ー 19次 86.12. 3-12. 5 5 右京一条二坊

6AOB -F 平減宮第174-20次 86.12. 9-12.12 75 !持寮地区北方

6ACO -A 平域宮第174-21次 86.12.17-12.18 10 イシ

6BFK 平減京第174-22次 87. 1. 7 - 1. 27 95 法華ミ!f'1日域内

6AFC 平城京第174-23次 87. 1.30 4.6 左京一条二坊十T1'

6AGA 平城京第174-24次 87. 3. 2-3. 5 43.2 右京一条二坊三坪

6ABL -A'B 平城宮第175次 86.11. 6- 2.000 推定第一次申if11主i院rf.i

6ABVー C 平城宮第176次 86. 8.12-12.18 600 1(E定第一次車Jl1lt1院南門東s[IJ
6ABW-C 

6ACC -0 平減宮第177次 86.10.13-10.31 140 佐紀池南辺

6AFI-R 平減京第178次 86. 9.30-87. 4.24 6.900 左京三条二;りi七坪

6A 11ー0・p 平減京第179次 86.11. 7-12.26 1.100 右京八条一坊十四坪

6ABL. 平城京第180次 87. 1.28-2.16 150 左京三条-Jjj- .八坪
6ABY 

6B21' -B 平城京第181次 87. 2. 2- 4.17 300 頭搭

6BSO 西大寺 次数外 86.7.23- 9.29 456.7 西大手t
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